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【目的】放射線診療の質をよくするために放射線診療で用いる標準的な線量として診断参考レベルを活用することが期待されている。また、放射線診療の発展に伴い患者が受ける線量が増大しつつある。このため医療現場では、線量に対しより意識的になることが求められており、放射線リスクと向き合うことが避けられない。一方、リスク情報を適切に扱うには、リスク認知の主観性などに配慮した適切なリスクコミュニケーションの実践が求められる。以上の背景から、医療従事者へのグループインタビューに基づき、放射線リスクを解説するウエッブサイトを作成した。
【方法】(1) 6つの医療機関を対象にグループインタビューを行った。対象者は、診療放射線技師、放射線科医、循環器内科医、小児科医、産婦人科医、看護師の計32人である。(2)レンタルサーバを利用し、サイトを制作した。放射線リスクを納得して理解できるように、様々な疑問を取り上げた会話形式を多用し、議論の公平性にも留意した。181のコンテンツを、カテゴリ分類して表示し、イメージ画像を活用した。
【結果及び考察】(1)医療スタッフへの質問例などを掘り下げ、医療従事者であっても放射線リスクに関する知識を十分に持っていないこと、これまで疑問点を解消する機会がなかったことを確認した。放射線部が放射線安全に責任を持つことをアピールし、適切に放射線部が介入していると、スタッフの不安が軽減されることが伺われたことから、各診療科が放射線安全に関して放射線部門との連携を強化すべきであると考えられた。ごくわずかであれリスクを伴う技術を受容するかどうかは、どれだけの利益をもたらすかで決定される。このため、その診療の必要性や意義への理解を促進させるようなコミュニケーションがその前提になることが確認された。(2) 2010年3月最終週から2010年11月20日までのユニークIPは約12千で約10万のページビューであり、アクセスは増加傾向にあった。携帯電話向けのメニューは作成していないが2%のページビューは携帯端末であった。74%は検索サイト経由のアクセスで、上位の検索語のうち一般名詞は、線量;672、妊娠;386、影響;360、リスク;318、看護;232、CT:232、小児;172、磁場;160、妊婦;119、精子;117であった。2010年10月のユニークIPは2.6千で月間閲覧は約2万ページであった。

【まとめ】放射線診療でのリスクコミュニケーション支援のためのウエッブサイトを開発した。発信するリスク情報のわかりやすさや公平性の信頼を確保すること、それに情報発信の便益の評価が課題である。
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